
ア
ー
ネ
ス
ト

袋
町
に
ゴ
ル
フ
バ
ー
開
店

飲
食
店
な
ど
運
営
の
�株
ア
ー
ネ
ス
ト（
福

岡
市
）
は
１１
月
２１
日
、
中
区
袋
町
二
―
二

〇
に
、
中
国
地
区
初
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
ゴ
ル
フ
設
備
を
置
い
た
バ
ー
「
ゴ
ル
フ

バ
ー
７
２
（
セ
ブ
ン
ツ
ー
）」
を
開
い
た
。

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
た
コ
ー
ス
に

向
け
て
打
つ
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
距
離

や
ス
ピ
ー
ド
、
フ
ッ
ク
ラ
イ
ン
な
ど
を
計

算
。
店
舗
面
積
約
二
四
〇
�
�
で
、
バ
ー

カ
ウ
ン
タ
ー
と
テ
ー
ブ
ル
席
の
全
三
〇
席

の
「
飲
食
ゾ
ー
ン
」
ほ
か
、
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
を
四
ブ
ー
ス
、
パ
タ
ー
専
用
ス
ペ
ー
ス

を
二
ヵ
所
設
け
る
。
料
金
は
一
ブ
ー
ス
が

一
時
間
六
〇
〇
〇
円
。
テ
ー
ブ
ル
チ
ャ
ー

ジ
が
一
人
五
〇
〇
円
。
各
種
ク
ラ
ブ
や
グ

ロ
ー
ブ
な
ど
を
無
料
で
貸
し
出
す
。
客
単

価
三
〇
〇
〇
円
を
見
込
む
。
ま
た
、
同
社

は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゴ
ル
フ
機
器
な
ど

製
造
の
�株
３
Ｄ（
東
京
）の
中
国
地
区
代
理

店
と
し
て
、
同
機
器
を
販
売
。
価
格
は
一

セ
ッ
ト（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、ス
ク
リ
ー
ン
、

専
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
）が
六
〇
〇
万
円
。

オ
ー
ト
バ
イ
用
品
の
ナ
ッ
プ
ス

南
観
音
に
広
島
店
を
オ
ー
プ
ン

オ
ー
ト
バ
イ
用
品
販
売
の
�株
ナ
ッ
プ
ス

（
横
浜
市
）
は
１２
月
２２
日
、
西
区
南
観
音

七
丁
目
一
三
―
二
二
に
首
都
圏
以
外
で
は

初
の
出
店
と
な
る
「
ナ
ッ
プ
ス
広
島
店
」

を
オ
ー
プ
ン
す
る
。
神
奈
川
、
東
京
、
埼

玉
で
大
型
店
を
展
開
し
て
お
り
、
全
国
で

一
二
店
舗
目
。

敷
地
面
積
は
約
一
五
〇
〇
�
�
で
、
二

階
建
店
舗
の
二
階
約
五
三
〇
�
�
を
売
り

場
、
一
階
を
パ
ー
ツ
取
り
付
け
作
業
な
ど

の
ピ
ッ
ト
と
駐
車
場
に
す
る
。
ヘ
ル
メ
ッ

ト
や
ウ
エ
ア
、
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
イ
ヤ
な
ど

の
ほ
か
、
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
パ
ー
ツ
や
工
具

な
ど
約
五
万
ア
イ
テ
ム
を
そ
ろ
え
る
。
２２

と
２３
の
両
日
、
オ
ー
プ
ン
記
念
セ
ー
ル
を

行
う
。
ピ
ッ
ト
の
営
業
は
０
８
年
１
月
１０

日
か
ら
。
営
業
時
間
は
平
日
午
前
１１
時
〜

午
後
８
時
、土
日
祝
午
前
１０
時
〜
午
後
８
時
。

物
産
卸
小
売
の
参
匠

あ
さ
り
エ
キ
ス
入
り
醤
油
発
売

物
産
卸
小
売
の
�株
参
匠
（
廿
日
市
市
宮

島
口
一
丁
目
七
―
七
、
伊
藤
公
生
社
長
）

は
、あ
さ
り
エ
キ
ス
を
独
自
配
合
し
た「
あ

さ
り
醤
油
」
を
発
売
し
た
。
宮
島
の
直
営

店
「
醤
油
屋
」
で
販
売
す
る
。

新
商
品
は
、
か
け
て
使
う
濃
い
口
タ
イ

プ
が
二
〇
〇
�
�
入
り
八
九
〇
円
、
煮
物

な
ど
に
隠
し
味
で
使
う
タ
イ
プ
は
同
八
五

〇
円
。
広
島
空
港
に
も
置
い
て
い
る
、
か

ん
き
つ
類
の
果
汁
を
加
え
た
醤
油
や
旨
煮

醤
油
、
か
き
エ
キ
ス
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
か

き
醤
油
に
続
く
独
自
製
品
。
年
内
に
は
再

仕
込
み
醤
油
を
発
売
す
る
。
同
社
は
、
地

域
の
特
産
を
民
芸
調
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
イ
メ
ー
ジ
を
統
一
し
、
訴
求
力

を
高
め
て
販
売
。
醤
油
屋
の
ほ
か
酒
類
を

扱
う「
鉄
鍋
火
屋
」も
直
営
す
る
。

日
本
で
は
過
去

に
Ｃ
型
肝
炎
に
感

染
し
た
人
が
と
て

も
多
く
、
長
い
経

過
の
な
か
で
肝
硬

変
や
肝
細
胞
癌
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
個
人
差
は
あ

る
も
の
の
、
慢
性
肝
炎
を
発
病
し
て
か
ら

平
均
二
〇
〜
三
〇
年
ぐ
ら
い
し
て
肝
硬
変

へ
、
三
〇
〜
三
五
年
ぐ
ら
い
し
て
肝
細
胞

癌
に
な
る
人
が
多
い
の
で
す
。

慢
性
肝
炎
の
治
療
の
目
標
は
、
肝
炎
を

鎮
静
化
し
て
肝
硬
変
へ
進
展
す
る
の
を
阻

止
し
た
り
、肝
細
胞
癌
の
合
併
を
予
防
し
、

生
命
予
後
を
改
善
す
る
こ
と
で
す
。
し
た

が
っ
て
外
来
受
診
は
肝
炎
の
活
動
性
や
合

併
症
の
リ
ス
ク
が
高
い
ほ
ど
短
い
間
隔
で

診
察
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

抗
ウ
イ
ル
ス
療
法
と
し
て
１
９
９
２
年

か
ら
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
療
法
が
標
準
治

療
と
な
り
、
０
４
年
１２
月
か
ら
ペ
グ
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
・
リ
バ
ビ
リ
ン
併
用
療
法
が

始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
１
型
で
ウ
イ

ル
ス
量
が
多
い
難
治
性
と
い
わ
れ
る
患
者

さ
ん
で
も
、
約
半
数
の
患
者
さ
ん
が
治
せ

る
よ
う
に
な
り
大
き
な
進
歩
が
あ
り
ま
し

た
。
治
療
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
効
果
が

得
ら
れ
な
い
場
合
で
も
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
異
常

値
を
示
す
場
合
、ウ
ル
ソ
デ
オ
キ
シ
コ
ー
ル

酸
や
グ
リ
チ
ル
サ
ン
製
剤
な
ど
の
投
与
に

よ
る
肝
庇
護
療
法
な
ど
に
よ
り
、
肝
病
変

の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

根
気
よ
く
治
療
に
臨
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

肝
細
胞
癌
は
多
段
階
的
に
多
中
心
性
に

発
癌
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
早
期

発
見
の
た
め
に
検
査
は
定
期
的
に
受
け
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
腫
瘍
マ
ー

カ
ー
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
、
Ｐ
Ｉ
Ｖ
Ｋ
Ａ－

Ⅱ
）
の

血
液
検
査
と
腹
部
超
音
波
検
査
を
三
〜
六

ヵ
月
に
一
回
、
可
能
な
ら
ば
造
影
Ｃ
Ｔ
ス

キ
ャ
ン
を
一
年
に
一
回
く
ら
い
行
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
抗
ウ
イ
ル
ス

療
法
に
よ
り
ウ
イ
ル
ス
排
除
が
で
き
た
場

合
で
も
、
少
な
く
と
も
治
療
後
五
年
間
は

肝
細
胞
癌
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
が
必

要
で
す
。

肝
細
胞
癌
の
治
療
に
は
肝
切
除
に
よ
る

外
科
的
治
療
や
マ
イ
ク
ロ
波
焼
灼
療
法
、

動
注
化
学
塞
栓
療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
根
治
的
に
治
療
を
行
っ
て
も
、
肝
内

転
移
や
多
中
心
性
発
癌
に
よ
る
再
発
が
あ

る
た
め
、
そ
の
後
も
早
期
発
見
、
早
期
治

療
が
必
要
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
は
専
門
医
を
受
診
し
て
い
た

だ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ロ
ン
の
治
療
や
肝
硬

変
、
肝
細
胞
癌
な
ど
の

合
併
症
な
ど
に
つ
い
て

も
相
談
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Ｃ
型
慢
性
肝
炎
か
ら
肝
硬
変
、肝
細
胞
癌
へ

広
島
市
南
区
医
師
会
理
事

医
療
法
人
俊
和
会
岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

岡
田

和
也

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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